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１．開 会 時 間            ９ 時      ３０ 分 

 

２．閉 会 時 間            １１時      ４５ 分 

 

３．教 育 長 名      府 川  陽 一 

 

４．署 名 委 員            

 

５．教 育 長 及 び 委 員 

 

議 席 番 号 出  欠  席 氏          名 

教育長   府  川   陽  一 

教育長 

職務代理 
   吉  田   美 佳 子 

委 員  原      道  子 

委 員  岡  野   敏  彦 

委 員   山  内   み ど り 

 

６．出席者氏名      教育部長  鐘ヶ江学 

                          生涯学習課長  椎野文彦 

             教育総務課指導班長  小笠原純二 

教育総務課指導班指導主事  永井貴幸 

教育総務課指導班指導主事  境野朋美 

             教育総務課教育総務班長  竹本直昭 

             教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀 

 

７．傍 聴 者      ３名 

 

８．調 製 者            教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀  

  



 

平成２９年度９月教育委員会定例会会議録 

 

日時：平成２９年９月２９日（金） 

午前９時３０分より 

場所：二宮町町民センター２Ａクラブ室 

 

 

― 開会宣言 ― 

（教育長）平成２９年度９月定例教育委員会議を開催します。 

 

 

― 署名委員の指名 ― 

岡野委員を指名する。 

 

 

― 教育長事務報告 ― 

（教育長）９月事務報告を資料に基づいて行う。 

（教育部長）９月政策会議報告を資料に基づいて行う。 

（教育総務班長・生涯学習課長）各課の事業報告・事業予定について資料に基づいて説明する。 

 

○（山内委員）教育長の事務報告の中で、道徳教育の評価について講師の先生からお話があったと

のことですが、どのようなお話だったのでしょうか。 

○（教育長）特別な教科道徳は他教科と違って、児童の個人評価が重要です。どのような発言をし、

どのようにその児童が変わっていったかなどということを観点にしています。 

○（山内委員）一人一人の成長を評価していくという捉え方でよろしいでしょうか。 

○（教育長）そのように考えています。 

○（吉田委員）道徳の評価についてですが、小学校 3校で共通のものになるのでしょうか。どんな

発言をして、どのように変容していくかというのがポイントになるとは思いますが、子どもがど

のように変わっていったかというのは基準としてはあいまいで難しいと思います。国語的な評価

にならないかということが心配されます。小学校では研修などを行って、共通認識を持って評価

を行っていくのでしょうか。来年の 4月の教科化スタートに向けて教育委員会としてはどういう

方向性を示していくのかということも教えていただきたいと思います。続いて、第 43回「民俗

芸能のつどい」についてお聞きします。この催しは町民主催のものなのでしょうか。また、今後

団体数の減少などで維持出来るのかということも気になります。現在 20団体ということですが、

増えているのか、それとも減っているのでしょうか。若い世代の人たちの参加があるのか、ある

いは子どもたちでも参加できるのかどうかなど、今後のこともお聞きしたいと思います。 

○（教育長）道徳の通知表については、各校バラバラではなく、指導要録との整合性も考えて、昨

年度から校長会で話し合いを行っています。 



 

○（指導班指導主事）昨年度から通知表については、3校で合わせていきたいということで、話し

合いを行ってきました。言葉で表現して評価するので、各教科の評定に続けて新たに枠を作るの

か、今まで所見等を書いている生活の記録側に書くのかということについて、意見を出しあって

います。 

○（吉田委員）2学期を評価しない総合的な学習の時間のような所見もありますが、今回は道徳が

教科化されましたので、保護者や子どもに分かりやすい表記をしていただきたいと思います。 

○（教育長）そのような意味で、講師の先生の資料はとても参考になると思いました。どのように

なるか教育委員会議で引き続き報告させていただきます。 

○（生涯学習課長）ゆめクラブは事務局が社会福祉協議会です。生涯学習課としては各種団体に対

して活動場所の提供を行っています。例えば、町民大学で行った講座を受講した方が、自主的に

団体を立ち上げたりしています。そのような団体の活動の発表する場を提供するなどのバックア

ップを行っています。 

○（教育長）9月 8日のゆめクラブ芸能大会は、かなりホールの客席が埋まっていて、26団体が参

加していました。20 団体が地区からで、その他の団体が 6 団体でした。すごく和気あいあいと

した雰囲気でした。松根地区などは毎年演劇を行っています。定年退職をした方が多いと感じま

した。 

○（山内委員）自治会のグループの方が中心になって参加するものですが、参加している方は本当

に楽しそうに参加していました。その活動が防災などにもつながると思いますし、コミュニテ

ィ・スクールにもつながっていくものだと感じました。 

○（吉田委員）こういった活動が、今働いている世代の方の、ゆめクラブへの参加につながってく

でしょう。町民大学から発展した活動と生涯学習課がつながっていることも、とても良いと思い

ます。地域の人たちが学校に来て発表していただくなど、地域の人みんながつながっていかれる

といいと思います。 

○（原委員）9 月 10 日の地域再生協議会で、一色小学校の教室が使えるようになったということ

ですが、夜間だけなのでしょうか。 

○（教育長）昼間も使うことが出来ます。 

○（原委員）世代の全く違うシニアの活動に子どもたちが触れるのはとてもいいことだと思います。

防犯上でも、いるだけボランティアというものもありますので、学校の中を色々な方が歩いてい

れば、不審者も入りにくいと思います。地域の方は具体的にどのような活動に使っていきたいと

考えているのでしょうか。 

○（教育長）ワークショップで多様な意見が出ていました。囲碁教室や、いるだけボランティアの

話も出ていました。 

○（原委員）学校を上手に活用して、校長会などで話をして、そのような活動を子どもが見学する

ことが出来る、もしくはクラブ活動などで一緒に活動するなどはできないでしょうか。 

○（教育長）一色小学校の地域再生協議会には、一色小学校の校長先生、教頭先生も出席されてい

て、意見交換を行っていました。 

  

 



 

― 付議事項 ― 

議案なし 

 

 

― 報告・協議事項 ― 

（１）平成２９年度二宮町教育委員会点検及び評価報告書（案）について 

（教育総務班長）平成２９年度二宮町教育委員会点検及び評価報告書（案）について資料に基づい

て説明。 

 

○（吉田委員）図書館の評価・所見のところがほかの項目に比べ内容が少ないと思います。 

○（教育長）図書館基金について書くことなどはいかがでしょうか。 

○（生涯学習課長）例えば、ティーンズコーナーや健康関連の本の充実など、寄付いただいた趣旨

に沿った図書の充実を図ることが出来たということを記載させていただきたいと思います。 

○（吉田委員）点検評価も教育委員会の事業についてアピールする場だと思いますので、具体的に

内容を記載していただき、ＰＲしていただきたいと思います。 

○（原委員）評価をするときになって、計画づくりのときにどうだったかということを考えさせら

れました。基本方針が当初に考えとしてあって、評価活動があるのに、実際に事業を行っている

のに、点検評価されていないものもありました。年度当初に具体的に計画をたてる必要があると

思います。例えば、コミュニケーション能力の育成が英語に特化したものになってしまっていま

す。日本語に特化したコミュニケーション能力も育てなければいけません。英語を通じたコミュ

ニケーション能力ときちんと表記するべきだったと思います。 

○（教育長）次年度の予算を今作成しているところで、英語の研修などを充実させていきたいと考

えています。学習指導要領なども変わってきているので、来年度の方針を作っていくときには国

語と英語に特化したコミュニケーション能力の充実を図っていきたいと考えていますので、基本

方針もそのように作成したいと思います。今年度の評価を行ってみて指導班長、どのように感じ

ましたでしょうか。 

○（指導班指導班長）評価軸がどこにあるのかということが、最初の基本方針の設定の時に出来て

いなかったということを感じました。 

○（教育長）基本方針を作るときに、評価を意識して、図式化して階層的に作っていく必要がある

と感じました。3月になって始まるのではなく、今から少しずつ考えていく必要があると思いま

した。 

○（山内委員）分かりやすい評価基準を設定した方がいいのではないでしょうか。 

○（岡野委員）時間をかけて目標設定をするべきだと思います。目標設定の置き方は 2段階あると

思います。いわゆる、コミットとターゲットです。想定される困難を乗り越えて達成されるもの

がコミット、想定外の障害を乗り越えてもう一段階上で達成したものをターゲットといいます。

そのように、コミットが出来ているのが標準でＡとなり、それ以外のことが出来たら、Ａ＋とな

る、というような 2段階の目標設定が必要ではないでしょうか。また、数値目標も設定した方が

いいと思います。コミットとターゲットについては、具体的に文章に書いてみるといいと思いま



 

す。こういう状態になったら出来たことにしようなどというような作業を年度当初にすることが

必要です。「成果と課題」の欄は、出来たことと出来なかったことを書く欄なので、「～が出来た」、

「～が出来なかった」もしくは「～が至らなかった」という文末で書き綴る必要があると思いま

す。そのような視点で考えていくと分かりやすいと思います。 

○（原委員）県の総合教育センターの事業評価がとても参考になると思います。 

○（教育長）目標設定をもう少し早めに考えていかなければいけないと思います。 

○（原委員）事務局だけでは大変なので、教育委員としても協力していきたいと思います。 

○（教育長）あいまいな表現や抽象的な表現もまだ多くみられますので、継続して努力していきた

いと思います。また、開かれた会議運営というのはとても大事なものだと思いますので、これか

らも活発な意見交換をお願いしたいと思います。 

○（山内委員）以前は 10 時からだった会議を、9 時半からにして、活発な意見が出されています

ので、とてもいい方向に向かっていると思います。 

 

 

（２）平成２９年度第４回「にのみや 子ども はぐくみ塾」開催状況報告について 

（原委員）平成２９年度第４回「にのみや 子ども はぐくみ塾」開催状況報告について資料に基づ

いて説明。 

 

 

（３）その他 

 

― 次回教育委員会予定 ― 

（教育総務班長）次回教育委員会議の日程及び出席を要する主な行事について資料に基づいて説明。 

 

（教育総務班長）一色小学校での音楽祭、体育祭、レクリエーション大会、民俗芸能のつどいにつ

いて資料に基づいて説明。 

 

 

 

― 閉会宣言 ― 

（教育長）平成２９年度９月定例教育委員会議を終了いたします。 

 

11時 45分 終了 


